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　はじめに

アジ科ムロアジ属 Decapterus は側線後部に稜鱗

が発達する，尾柄部に上下 1 対の小離鰭を有する，

肩帯後縁に上下に 2 個の突起を有するなどの特徴

をもち（Suzuki, 1962; Gushiken, 1983; Smith-Vaniz, 

1999; Lin and Shao, 1999），日本からはアカアジ D. 

akaadsi Abe, 1958，クサヤモロD. macarellus (Cuvier, 

1833)，モロ D. macrosoma Bleeker, 1851，マルアジ

D. maruadsi (Temminck and Schlegel, 1844)，ムロア

ジ D. muroadsi (Temminck and Schlegel, 1844)， イ

ンドマルアジ D. russelli (Rüppell, 1830)，サクラア

ジ D. smithvanizi Kimura, Katahira and Kuriiwa, 

2013，およびオアカムロ D. tabl Berry, 1968 の 8

種 が 知 ら れ て い る（ 瀬 能，2013； 岩 坪 ほ か，

2016）．鹿児島県においてはこれらのうち全ての

種の分布が確認されているが（Jordan and Hubbs, 

1925；今井・中原，1969；財団法人鹿児島市水族

館 公 社，2008; Motomura et al., 2010； 瀬 能，

2013；畑，2013; Kimura et al., 2013；武内，2014；

岩 坪 ほ か，2016； 鏑 木，2016; Motomura and 

Harazaki, 2017），サクラアジの記録は枕崎沖から

のものに限られていた（岩坪ほか，2016）．

2017 年 2 月 23 日に大隅半島東岸に位置する内

之浦湾において 1 個体のサクラアジが採集され

た．本標本は本種における 3 例目の記録となると

同時に分布の北限記録となるため，ここに報告す

る．

　材料と方法

計数・計測方法は Kimura et al.（2013）にしたがっ

た．標準体長は体長と表記し，体各部の計測はデ

ジタルノギスを用いて 0.1 mm までおこなった．

サクラアジの生鮮時の体色の記載は，固定前に撮

影された鹿児島県産標本（KAUM–I. 98072）のカ

ラー写真に基づく．標本の作製，登録，撮影，お

よび固定方法は本村（2009）に準拠した．本報告

に用いた標本は，鹿児島大学総合研究博物館

（KAUM）に保管されており，上記の生鮮時の写

真は同館のデータベースに登録されている．

　結果と考察

Decapterus smithvanizi 

Kimura, Katahira and Kuriiwa, 2013

サクラアジ　（Fig. 1）

標本　KAUM–I. 98072，体長 225.5 mm，尾叉

長 241.6 mm，鹿児島県肝属郡肝付町内之浦湾

（31°17′29″N, 131°06′59″E），水深 40 m，2017 年 2

月 23 日，定置網，畑　晴陵・小枝圭太・川間公達．

記載　背鰭鰭条数 VIII + I, 30；臀鰭鰭条数 II + I, 

25；胸鰭軟条数 20；腹鰭鰭条数 I, 5；鰓耙数 10 + 

25 = 35；側線曲走部における円鱗数 59；側線直

走部における円鱗数 3；側線直走部における稜鱗

数 33．

体各部の体長に対する割合（%）：頭長 28.9；

背鰭前長 35.7；第 1 背鰭基底長 14.2；第 2 背鰭基

底長 37.5；臀鰭基底長 27.9；吻端から胸鰭起部ま

での距離 28.7；吻端から腹鰭までの距離 32.1；吻

端から臀鰭起部までの距離 59.8；腹鰭起部から臀

鰭起部までの距離 29.5；吻端から肛門までの距離

56.7；尾柄長 10.2；体高 20.9；尾柄高 3.6；胸鰭

内之浦湾から得られた北限記録のサクラアジ

畑　晴陵 1・本村浩之 2
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長 27.1；腹鰭長 12.2；第 1 背鰭第 2 棘長 12.4；臀

鰭第 1 棘長 3.1．体各部の頭長に対する割合（%）：

吻長 33.3；上顎長 36.5；眼径 22.9；眼後長 13.7；

眼隔域幅 21.8．

体は前後方向に長い円筒形を呈し，やや側扁

する．体背縁は吻端から第 1 背鰭起部にかけて緩

やかに上昇し，そこから第 2 背鰭起部にかけては

体軸に並行となり，第 2 背鰭起部から尾鰭基底上

端にかけて緩やかに下降する．体腹縁は下顎先端

から肛門にかけて緩やかに下降し，そこから尾鰭

基底下端に変えて緩やかに上昇する．胸鰭基底上

端は鰓蓋後端よりも僅かに後方，基底下端は腹鰭

起部直上にそれぞれ位置する．胸鰭は鎌状を呈し，

上縁は緩やかに上方に凸の弧を描き，下縁は上方

に凹む．胸鰭後端は尖り，第 2 背鰭第 1 軟条起部

直下に達する．腹鰭起部は背鰭起部よりも前方，

腹鰭基底後端は胸鰭基底後端よりも後方にそれぞ

れ位置する．たたんだ腹鰭の後端は背鰭第 5 棘起

部よりも僅かに後方に達するが，肛門には達しな

い．第 1 背鰭起部は腹鰭基底後端よりも後方に位

置する．第 1 背鰭背縁は起部から第 3 棘後端にか

けて上昇し，そこから後方へ緩やかに下降する．

第 2 背鰭起部は臀鰭起部よりも前方，第 2 背鰭基

底後端は臀鰭基底後端直上にそれぞれ位置する．

第 2 背鰭背縁は起部から第 2 軟条後端にかけて上

昇し，そこから第 10 軟条後端にかけて急激に下

降し，それより後方では体軸とほぼ並行．臀鰭起

部は背鰭第 5 軟条起部直下，臀鰭第 3 棘起部は背

鰭第 8 軟条起部直下にそれぞれ位置する．臀鰭前

部の 2 棘は第 3 棘起部からやや離れて位置する．

背鰭と臀鰭の後方には背側と腹側で 1 対の小離鰭

を有する．尾鰭は二叉型を呈し，深く湾入する．

肛門は前後方向に長い裂孔状を呈し，臀鰭起部前

方に位置する．眼と瞳孔はともに正円形．眼は厚

い脂瞼に被われる．鼻孔は 2 対で前鼻孔と後鼻孔

は互いに近接し，眼の前縁前方に位置する．前鼻

孔および後鼻孔はともに背腹方向に長い楕円形．

下顎先端は上顎先端より僅かに突出する．上顎後

端は眼の先端直下に達する．主上顎骨は後縁が僅

かに凹む．上顎には微小な円錐歯が 2 列に並ぶ．

鋤骨には小円錐歯が密生する．下顎には小円錐歯

が 1 列に並ぶ．前鰓蓋骨と鰓蓋骨後縁はともに円

滑．体は細かくはがれやすい円鱗に被われる．吻

部，両額，および眼の周辺は無鱗．背鰭前方鱗被

鱗域先端は瞳孔前縁に達する．側線は完全で，鰓

蓋後端上方から始まり，体背縁と並走し，第 2 背

鰭起部下方から基底部中央下方にかけて緩やかに

下降し，そこから尾鰭基底部にかけて体軸と並行

となる．側線直走部には固く，鋭く尖った稜鱗が

発達する．肩帯後縁に上下に 2 個の突起を有する．

Fig. 1. Fresh specimen of Decapterus smithvanizi from Uchinoura Bay, east coast of Osumi Peninsula, Kagoshima Prefecture, Japan (KAUM–
I. 98072, 225.5 mm standard length).
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鰓耙は細長く，棒状．

色彩　生鮮時の色彩 ― 体背面は紫がかった褐

色．体側上部は青みがかった緑色暗い緑褐色，体

側は一様に銀白色を呈し，体側下部は緑がかった

水色．背鰭各鰭条は緑がかった暗褐色を呈し，上

縁部は赤色．背鰭鰭膜は半透明．胸鰭上部は淡い

赤色を呈し，下部は白色半透明．腹鰭と臀鰭の各

鰭条は白色を呈し，鰭膜は半透明．背鰭と臀鰭の

後方に位置する小離鰭はともに赤色を呈し，臀鰭

後方のものの方は赤色が淡く，白色がかる．尾鰭

は橙色がかった赤色．鰓蓋後部に瞳孔よりも小さ

い黒色斑がある．虹彩は銀色，瞳孔は黒色をそれ

ぞれ呈する．

分布　Decapterus smithvanizi はタイ・プーケッ

ト島（Kimrua et al., 2013），インドネシア・スラウェ

シ島北部，アンボン島，バリ島（Kimura et al., 

2003, 2013），南シナ海（久新ほか，1982），およ

び日本（岩坪ほか，2016；本研究）から報告され

ている．日本国内においては久米島西方と鹿児島

県枕崎市沖からのみ報告されていたが（岩坪ほか，

2016），本研究により鹿児島県大隅半島東岸の内

之浦湾における分布も確認された．

備考　内之浦湾産の標本は，尾鰭が赤色であ

ること，側線曲走部における円鱗数が 59，下枝

鰓耙数が 25 であること，体高が体長の 20.9% で

あること，上顎後端は突出せず，鉤状とならない

こと，および胸鰭長が体長の 27.1% を占め，胸

鰭後端が第 2 背鰭起部直下を越えることなどが，

Kimura et al. (2013) が示した D. smithvanizi の標徴

とよく一致し，本種と同定された．また，同標本

の計数・計測値は Kimura et al. (2013) によって示

された D. smithvanizi の値によく一致した．

サクラアジは尾鰭が赤色を呈し，体高の体長

に占める割合が 23.0% 以下であることなどによ

り，オアカムロに酷似するが，側線曲走部におけ

る円鱗数が 54–62（オアカムロでは 61–72）であ

ること，上顎後端が突出せず，鉤状とならないこ

と（上顎後端が突出し，鉤状を呈する），胸鰭後

端が第 2 背鰭起部直下に達するか越えること（胸

鰭後端は第 2 背鰭起部直下に達しない）により識

別される（Kimura et al., 2013）．

Decapterus smithvanizi は Kimura et al. (2013) に

よってインドネシア・スラウェシ島北部，アンボ

ン島，バリ島，およびタイ・プーケットから得ら

れた計 30 個体に基づき記載された．本種の日本

における記録は，岩坪ほか（2016）が沖縄県久米

島西方 150 km の東シナ海と鹿児島県枕崎市沖か

ら 得 ら れ た 計 2 個 体（KAUM–I. 57491， 体 長

217.9 mm，KAUM–I. 200108，体長 269.5 mm）を

報告すると同時に新標準和名サクラアジを提唱し

たものに限られ，枕崎市沖が本種の分布の北限と

考えられていた．したがって，内之浦湾産の標本

は本種の大隅半島太平洋沿岸における標本に基づ

く初めての記録となると同時に，分布の北限を更

新する記録となる．なお，岩坪ほか（2016）は，

サクラアジがアカアジやオアカムロと同時に水揚

げされていないことを報告している．本研究で記

載を行った内之浦湾産標本の採集日（2017 年 2

月 23 日）は，内之浦漁港におけるアカアジとオ

アカムロの水揚げは確認されなかった．
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